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1．はじめに
本稿の目的は、大判資料の分割撮影を容易にする撮
影台を作成した経緯とその結果を報告することにある。
大判資料の分割撮影を容易にすることは、その電子化
作業を軽減することに貢献する。これにより、大判資
料の所蔵館自らが電子データを作成し、公開すること
が容易になる。今日の電子図書館が、中央機関の代表
館を指すものではなく、資料所蔵館の集合体であると
解釈される情勢の中で、本稿の手法は、各館の存在意
義を増す有効な手段となるだろう。はじめに、分割撮
影台を必要とする背景とその要件を解説する。次に、2
種3台の撮影台を制作した経緯とその特徴を紹介し、付
録として、その作成に必要な情報を紹介する。これは、
各所蔵館自らが撮影台を作成し、大判資料を電子化す
る環境を整えることを意図するものである。
2．撮影台の必要性
電子図書館の利便性と可能性は、アメリカで1994年
に始められたDLプロジェクト以降、広く知られるよう
になり、現在では、多くの情報が共有され、ネット上
には必要とする情報が当然のようにあると期待されて
いる。一方、1994年当時から現在まで、一貫して変わ
らない課題の一つとしてあるのは、資料の電子化その
ものの難しさである。例えば、技術的な面では、メタ
データの抽出方法、低コストで長期保存が可能なデー
タ形式の開発、センサの開発等がある。運用上の面で
は、例えば、電子化の技術者の確保や、電子化のコス
トをどう抑えるか等が困難としてある。理論的な面で
は、意味の抽出と形式化の手法に確たる理論がないこ
とがある。また、資料毎に電子化の難しさの様相は
様々で、それが問題解決の努力を分散させている。
現状、大判資料の電子化は容易ではない。その改善
点には、1）撮影台、2）分割撮影法、3）合成手法の3つが
考えられる。一般に、大判資料の電子化は、a）大判カ
メラを使い、俯瞰撮影に十分な高さ・距離を必要とす
る撮影環境を用意するか、b）資料を分割撮影し、その
データを合成編集することになる。a）の場合、撮影環
境を用意すること自体が難しい。自館にない場合、外
部のスタジオを利用することとなり、コストがかかる。
また、大判フィルムによる撮影のコストは高い。b）の
場合、分割撮影技術そのものが難しく、またその後の
編集作業はきわめて高コストとなる。図録・カタログ
を作成するためであれば、a）による作成も選択可能で
あるが、例えば、地図上にある文字を読むといった、
一定の質を保証した部分拡大を利用上想定するのであ
れば、一般にはb）による作成が選択される1。本稿の目
的は、1）の撮影台を工夫することで、2）の分割撮影と3）
の編集を容易にし、電子化の作業全体を容易にするこ
とにある。但し、この撮影台は、各所蔵館が工面でき
る予算の範囲内に収まる制作コストと取り扱い易さを
目指している。
45
大判資料（古地図等）の分割撮影向け簡易撮影台の作成
大判資料の電子化を容易にするため、分割撮影用の簡易撮影台を2 種作成した。これにより、所蔵
館が自らの手で資料を電子化することが容易になる。
We made two types of camera frames to take multi shots for large documents like old maps.
These frames will contribute to facilitate digitization of large documents by containers such as
archives, libraries, and museums on their own, without the use of outside services.
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1 従来は、現資料へのアクセスが難しく、さらに実際に現資
料を閲覧できたとしても、中央部の文字を読むことは時に
困難で、それは図録からも読み取ることができなかった。
そのような地図上の文字情報が電子化され、容易に利用で
きるようになれば、大判資料を対象とした新しい研究が進
むのではないか、という人文情報学者としての期待もある。
3．要件
撮影台を作成するにあたり、1）低コスト、2）可搬性、
3）対応性、4）拡張性、5）正確性を要件として想定した。
3.1 低コスト
現在、大判資料の撮影には、特別な作業場所・工
程・設備が必要となり、定常の活動とする状況ではな
い。図書館、文書館、資料館、博物館等の所蔵館自で
データを作成するには、購入可能な設備であることが
望ましい。
3.2 組み立て式（可搬性）
大がかりな設備で部屋を占有しないよう、撤収可能
な組み立て式であることが望ましい。また、女性でも
容易に組み立てられる方がよい。設置場所が限定され
ないことは、例えば、地域に埋もれている資料の出張
撮影を可能にするだろう。
3.3 最小構成が選べる（対応性）
資料の大きさに合わせて撮影台の構成が自由に変更
できることが望ましい。または、専用の撮影室が無く
とも、設置する部屋に合わせて構成を変更できること
が望ましい。
3.4 拡張性
必要に応じて、細かな修正・加工が容易にできるこ
とが望ましい。例えば、照明設備や、撮影機器に変更
が生じても、自分たちで対応できることが望ましい2。
3.5 正確性
分割撮影後、画像を合成する編集作業が容易になる
よう、撮影範囲をある程度の正確さで指定できること
が望ましい。
4．撮影環境
4.1 自動撮影台
本撮影台の制作は、当初から計画されていたもので
はない。はじめは、自動撮影を可能にするアクチュエ
ータ付き組み立て式撮影台を、都内のマイクロフィル
ム撮影会社から購入することを計画していた。これは、
1）ひとを乗せる櫓を組む従来の撮影台では撮影場所や
撮影期間に強い制約があり、かつ高コストであること、
2）分割データの合成作業は極めて時間がかかるため、
その解決策として編集作業の自動化を想定すると、撮
影の自動化も必要になること、などから考えられたも
のである。この撮影台は、組み立て式で、撮影機が資
料の上をXY方向に移動可能なもので、アクチュエー
タにより移動距離を指定することができる。これによ
り、正確なXY軸に分解された部分画像が得られ、そ
の合成編集を自動化することができる。この自動撮影
台は、作業コストの面で理想的な撮影環境であると思
われる。但し、試作機を作成した時点で、制作原価は
数百万円程になった。これは、一般的な図書館・文書
館・資料館・博物館で簡単に購入できる設備ではなく、
弊学も同様で、購入は諦めざるを得なかった。
そこで当初は、仕方なく、自ら制作することを検討
した。制作の提携先を決めるに当たり、
�アルミ素材、
�市販の部品を使用、
�近郊の会社との協業、
を要件とした。軽量素材を使うことで、可搬性や拡張
性（加工性）を期待し、市販の部品を使うことで、対
応性や拡張性を期待した。また、近郊の会社との協業
により、細かい打ち合わせが容易になることを期待し
た。結果として、上記要件を満たした、アルミ素材の
加工・販売を扱う都内大田区のニッカル商工株式会社3
と連携し、撮影台を作成した。
4.2 撮影環境の種類
大判資料の分割撮影には、その環境として、大きく
分けて、1）壁掛け式の撮影、2）大判スキャナによる取
り込み、3）土台式（XYテーブル）撮影台による撮影、
4）つり下げ式撮影台による撮影がある。1）は、絵画や
掛け軸、屏風などの撮影で使われる、大判資料の撮影
では一般的な方法である。接触・非接触撮影の両方に
対応する。一般には対象物は固定で、撮影機が移動す
る。この方法は、資料が大判であるほど自重が問題と
なり、外枠などが用意されていない場合、落下による
破損の危険性が高まる。古地図の場合、この方法は採
れないことが多い4。2）は、接触撮影が許されるのであ
れば、この中では一番データ作成が容易である。但し、
大判資料に対応するスキャナは非常に高価で、自館作
成の場合は採用がほぼ不可能な方法である。一般には
外注の場合にのみ採られる手法である。その際も、制
作コストは高い。また、資料がスキャナ面より大きい
場合には、撮影できないこともある5。3）の土台式は、
カメラを固定し、XYテーブル上に置かれた撮影対象
を移動させて、分割撮影する方法である。XY軸が正
確に移動できることから、合成編集作業は容易になる。
主に、非接触撮影で使われる。但し、構造は一般に大
型で、俯瞰撮影と分割撮影では構成を変更する必要が
あり、可搬性、対応性に問題がある。撮影対象がある
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2 実際の現場では、そのような修正・加工ができる職員を期
待することも難しいのかもしれないが、本稿では素朴に考
えた。
3 東京都大田区東糀谷1-8-19 ニッカル商工株式会社。
Tel.03-5735-2970。
4 傾斜台を使うこともあるが、これは4）の手法に近い。
5 折りたたみができない場合など。
●
●
●
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程度の大きさに収まる場合には有効な手段であるが6、
これが大きくなると、それを動かすXYテーブルが大
きくなり、構成は大きく、運用も不便になる。4）のつ
り下げ式は、撮影対象を固定し、撮影機を移動させる
方法である。人が撮影機を操作する場合、櫓は人が乗
るに十分な強度を備える必要があり、その際の構成は
大きくなる。主に、非接触撮影で使用される。
今回の作成では、4）の非接触撮影を想定したつり下
げ式撮影台を検討した。
5．つり下げ式非接触撮影用撮影台A
5.1 要求仕様
ラフスケッチを起こすにあたり、以下の要求仕様を
想定した。
�撮影距離
俯瞰撮影と分割撮影の両方ができるよう、撮影機
の位置を可変にする。
�全体の構成
撮影対象となる資料の大きさを一畳を基本形と
し、撮影範囲は900mm×1800mmとする。また、
普段の複写撮影にも使用できるものにする。さら
に、より長形の大判ものにも対応できるよう、撮
影範囲を（900 n）mm×1800mmの構成にも対
応できるようにしたい。
�XY可動部の構成
可動部には、ガイドレール上をシフトテーブルが
移動する、ユニットを2層にしたXYテーブルを想
定したい。レールが2層化することで、最短撮影
距離が長くなる可能性はあるが、撮影機の位置を
可変にすることでそれに対処したい。
この要求仕様を元に、ニッカル商工株式会社の技術
の方と検討した結果、制作費と日程の関係から、XY
可動部については以下のように変更した。
�上位層のレールを下位層のレールに載せるだけに
する
ガイドレールを導入するには、床の水平を確保す
る必要があり、これにはガイドレールを固定する
床板が必要になる。これは可搬性を著しく損ねる
他、対応性もなくし、制作費も高くなる。よって、
この案を取り下げ、代わりに、キャスターによる
上位層の移動を検討した。しかし、これも、上位
層に取り付ける可動部の仕組みが大がかりにな
り、組み立てが難しくなるほか、レールとの遊び
の調整が必要となる。よって、最終的には、上位
層のレールを、単純に下位層のレールに載せるだ
けの構成にした。これは、下位層のアルミ材と、
上位層の合成樹脂との抵抗により、固定と移動の
バランスをとるものである。
これにより、全ての素材を丸パイプで作ることが可
能となり、仕組みが簡素で、拡張も容易になる。但し、
撮影精度や可動部の移動のしやすさなどで問題が発生
する可能性が想定された。
5.2 試作台の作成
図1は作成した試作台である。
最下層（0層）のガイドレール上に1層目の移動台が乗
り、その上に2層目の撮影台が乗る、3層構造になって
いる。最下層のガイドレールは、XY方向に1000mm単
位で伸縮が可能である。但し、1層目の移動台は、強度
の都合上、長さは最長2000mmまでの運用を想定した。
それに伴い、最下層は2000mm×（1000 n）mmで伸
縮が可能となる。これら全ての伸張は、丸パイプと継
ぎ手の調整だけでできる（図2）7。
6 対象が500mm×500mmくらいの場合には、有効な撮影環
境である。
7 従って、正確に言えば、アルミ材を切りそろえておけば、
その長さで台の大きさを決めることができるので、台の大
きさは自在に変えることができる。アルミの丸パイプは、
パイプカッターという道具を使い、人の手でも容易に切断
することができる。但し、切り口には凹凸ができてしまい、
これをそぎ落とす作業が必要となる。試し切りをした感想
としては、これは所蔵館でできる加工とは考えない方が良
いかもしれない。
図1 試作台
図2 繋ぎ部分
●
●
●
●
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1層目と2層目の支柱の長さを調整することで、俯瞰
撮影も可能となる。一番の懸案であった、アルミ材と
合成樹脂との摩擦の具合は、台の移動と固定に、ちょ
うど良い程度になることが確認できた（図3）。
但し、試作台では、カメラスタンドの支柱の取り付
けが容易に調整できるよう、上位移動台の部分の外側
にそれを設置することを想定したが、結果として、1）
繋ぎ部品の最短必要長から、引きの距離が300mm以上
となってしまい、少し距離が長すぎたこと、2）上位移
動台が重くなり、移動のし易さや、安定性に不安が生
じたことが、課題として確認できた。また、上位撮影
台の支柱については、取り外し式にすると、可搬性は
増すが、移動時の安定性がなくなり、反対に支柱を固
定すると、可搬性が損なわれることが判り、その選択
を検討することになった。
検討の結果、2層目の撮影台の形状を、1）重心を低く
する、2）足を固定する、3）カメラスタンドは内側に設
置する、変更を施した。
5.3 撮影台A
試作台を改良したものが、つり下げ式撮影台Aであ
る（図4）。
試作台からの変更点は、1）撮影台の形状を高さを無
くし小型化した（600mm×600mm×200mm8）、2）撮影
支柱の取り付けを台の内側に上からぶら下げるものに
した、3）1層目の移動台の支柱を取り替えることで、撮
影距離0mmから俯瞰撮影までを可能にしたことであ
る。撮影台を小型化したことで、細かい移動が容易に
なり、撮影精度の向上に貢献することが期待できた。
但し、小型化によりカメラスタンドの支柱を取り付け
る箇所を2点しか確保できなかったため、撮影機を設置
する際の垂直調整に手間がかかることになった。
5.4 評価
撮影実験として、鶴見大学図書館収蔵の『訂増伊豆
七島全図附無人島八十与島図相武房総海岸図』9を撮影
した10。撮影したデータの評価は、撮影台の特性に加え
て、撮影機器の特性も考慮する必要があるため、本稿
では扱わない11。組み立てと調整には、大人4名で約1時
間を必要とした。組み立てには約20分を要したが、作
業自体は簡単で、慣れれば10分程度で可能と思われる。
但し、カメラスタンドの取り付け、カメラ位置の調整12、
照明の調整には、予想以上の時間を必要とした13。この
改善には、カメラスタンドをモジュール化するなどの
対応が必要だろう。
肝心の、XY軸方向への移動は、極めて容易であり、
また撮影したデータを合成編集する際にも、撮影台が
原因の傾きのばらつきを調整する煩雑さは殆ど感じら
れなかった14。最下層と1層目にあるパイプに目盛りを
刻むことで、移動台と撮影台は素早く所定の位置まで
移すことができた。移動台と撮影台の移動は、それぞ
れ大人1名でも可能であるが、移動台の場合には重量が、
撮影台の場合には、取り付けられている機器のバラン
スを考慮すると、大人2名による移動が適切であろう。
8 W D H
9 1842年（天保13年春）、1050（W）×750（D）mm
10 本来であれば、撮影台の評価法自体を検討し、それを元に
撮影台の性能を評価すべきである。具体的には、a）分割撮
影の作業時間、b）XY移動の精度、c）合成編集作業の時間
などを項目として、比較・評価することが考えられる。但
し、後述するように、本稿は学術研究論文としての位置づ
けを意図していない。評価法そのものを策定することを目
的としていない。怪しげな評価法を用いて学術論文として
の形だけでも整えることも目的としていない。これに関し
ては後述する。
11 但し、付録として機器の特性に関する資料を掲載した。
12 水平の確保など。
13 今回の制作では、照明機器の取り付けに関する特注部品の
製作をしていない。これは、大きな怠慢ではあるけれども、
この撮影台を元に、特定波長を容易に得られるLEDを集積
した基盤をライトとして取り付ける計画もあることから、
今回の制作では見送った。
14 レンズ収差による歪みに対応する編集作業量の方が多いと
感じた。
図4 撮影台A
図3 可動部
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当初の要件からは外れるが、半固定式の撮影台とし
ては、大変取り回しの良い撮影台である。制作費は、
カメラスタンドも含めても20万円しない15。以上から、
撮影台Aは、非接触撮影では、安価で、組み立て式で、
ある程度の精度でXY軸への移動が可能な撮影台とし
て、当初の要件を満たす、満足できるものである。
5.5 検討
実際の撮影では、上位移動部の空間が狭く、照明器
具の調整がしづらかったことが不満であった。光源を
増やしたり大型のライトを設置したり、光の拡散を防
ぐ囲いを付けるには、枠の大きさがもう少し大きい方
が良いだろう。可搬性とのバランスの兼ね合いを検討
する必要があり、今後の課題である。
撮影台Aにより、分割撮影は容易になり、撮影後の
合成編集で、傾き補正の作業は大変楽になったが、こ
れによりカメラレンズの収差の歪みを修正する作業が
煩わしく感じることになった。これを軽減するには、
スキャナを使った接触撮影が有効である。そこで、安
価に用意できる組み立て式撮影環境として、接触撮影
を想定した撮影台Bを新たに制作することにした。
6．つり下げ式接触撮影用撮影台B
6.1 要求仕様
画像を合成する際に時間を取られる像の歪みを補正
する作業を減らすには、デジタルカメラによる非接触
撮影ではなく、接触撮影、例えばスキャナによる分割
撮影が考えられる16。そこで、接触撮影用の撮影台B
として、以下の要求仕様を想定した。
�撮影対象
撮影対象となる資料の大きさは、一畳を基本形と
する。
�つり下げ式
撮影対象物は固定し、スキャナをつり下げ式で移
動させて分割撮影する。
�全体の構成
移動、組み立てが容易で、市販の部品で構成する。
構成を検討する際に課題となったのは、1）市販の部
品で構成することと、2）移動させるスキャナの重量で
ある。スキャナを前後、左右、上下と3軸で正確に動か
す機能を実現する部品を、市販のものから見つけるこ
とができなかった17。そこで、3軸の正確な移動を諦め、
上下に移動するエレベータ機能を持つ安価な器材を探
したところ、テレビ撮影用の器具として市販されてい
る撮影用クレーンが使えることが分かった。但し、一
般の室内でも使用可能な小型のクレーンは、可搬重量
に3.5kgという制限があった。そこで、市販のスキャナ
のうち軽量のものから、2kg台の2種類の機器を用意し
た。但し、市販のスキャナは、つり下げて使われるこ
とは想定されていないため、駆動部が上手く動く保証
はなかった。
6.2 撮影台B
市販の撮影用クレーンを利用して制作したのが、つ
り下げ式撮影台Bである（図5）。
撮影台Bは、三脚を支柱にアームが支えられ、一方
にウェイト、一方に自在雲台などを備えてスキャナを
吊す、撥釣瓶のような形状になっている。三脚にはド
リーを付けることで、撮影台は容易に移動させること
ができる。アームはウェイトの調整により、スキャナ
が取り付けてあっても、軽い力で移動が可能で、かつ
空中での位置を保つことができるため、スキャナを特
定の撮影位置まで容易に移動させることができる。ま
た、アームとスキャナの間に自在雲台を挟むことで、
スキャナの形状やバランスにも対応しながら、スキャ
ナを資料へ接触させる手順をかなりの自由度で決める
ことができる18。スキャナには、CCD方式とCIS方式を
それぞれ1台用意した。それぞれで、資料を押さえる蓋
は取り外している。また、雲台の取り付けに必要なメ
ス-メスネジを底面に接着させるために、取り付け位置
にある突起は削り取った。接着にはホットボンドを使
15 構成品については、付録にリストを掲載した。制作費は、
2007年制作当時のものである。撮影台そのものの最新の価
格については、ニッカル商工株式会社にお問い合わせ頂き
たい。
16 スキャナの場合、多くがレンズによる収差を自動的に補正
してくれる。
17 例えば、天井にレールを敷設するレントゲンを操るアーム
等はあるが、固定式であり、高価である。
18 後述するように、スキャナによる撮影には、スキャナの特
性に合わせて撮影環境を作る必要があり、その1つに、資
料の状態に合わせて資料への接触の手順を決める必要があ
る。つり下げ式接触撮影用撮影台には重要な要件になると
思われる。
図5 撮影台B
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用した19。スキャナに接続するコード類は、アームに附
属するガイドでアームに添えることができる。撮影風
景は図6のようになる。
撮影台Aとは異なり、大人1名で組み立てと撮影が可
能である。組み立てに要した時間は、大人1名で10分程
である。撮影台Aとは異なり、台自体の調整は不要で
ある。今回使用した2種のスキャナのうち、CIS方式の
ものは立てかけての使用が想定されたもので、つり下
げた場合でも問題なく撮影ができた。一方、CCD方式
のものは、水平撮影のみを想定した製品であったため
か、水平を保たないと撮影ができないことがあり、ま
た、撮影できた場合でも、色飛びを起こすことがあっ
た20。
6.3 評価
スキャナを撮影位置に移動する作業が、細かいとこ
ろまで調整が容易であり、撮影の準備は楽であった。
撮影された画像も、XY軸の移動は正確でない為、合
成時に調整が必要となるが、周辺部の補正はほぼする
必要がなく21、合成の前処理にかかる時間は、デジタル
カメラの画像とは異なり、殆ど無いといえる。但し、
撮影時間そのものは、1）ショット毎に撮影位置と撮影
面の調整をする時間が取られること、2）解像度を上げ
るに伴い、取り込み時間も長くなることから、撮影全
体にかかる時間はそれなりに必要となる22。
撮影台Bの制作費は、市販価格で20万円を切ってい
る。組み立ても容易であり、一般の部屋でも撮影可能
である。照明設備等の機器は不要で、撮影台B一式の
みで必要な撮影が可能である。XY軸の移動は目測に
なるが、それが合成編集時に問題とならないことから、
要件としてあげた正確性も問題ないと判断できる。以
上から、撮影台Bは、必要とした要件を全て満たした
といえる。
6.4 検討
今回使用したCCD方式のスキャナは誤動作と撮像エ
ラーが多く、撮影後の確認に時間を取られることにな
った。本来、つり下げ式での使用を想定していない製
品であるから、これは仕方のないことである。CCD方
式の中でも、つり下げ式での使用に耐えうるような製
品も見られたが、可搬重量の制限を超える重さがあり、
使用できなかった。また、資料との接触面にある空間
は、製品を改造しない限り無くすことはできない。つ
り下げ式接触撮影台として撮影台Bは満足のいくもの
であるが、撮影機については課題が多い。
7．課題
撮影台Aには、撮影台として以下の改善点が考えら
れる。
�照明機器を容易に取り付けられるようにする。
�移動距離や撮影面を容易に測定・指示できるよう
にする。
�可動部にキャスターを付ける。
�アクチュエータ付き廉価版の台を作成する。
また撮影台Bには、撮影台としての改善点はなく、
撮影機と環境として以下の改善点が考えられる。
�撮影面を容易に指示できるようにする。
�つり下げ式の撮影機を用意する。
一般には、デジタルカメラよりもスキャナを使った
方が高解像度の画像が得られることから、撮影台Bに
よる撮影方式が高く評価されるかもしれないが、撮影
機器の特性からすると、単純には評価を下せない23。資
料に合わせて、適切な撮影環境を選択することが必要
である。従って、撮影台AとBは相補的なものになる。
8．さいごに
資料の電子化は、電子書籍の需要に伴い、商用ベー
スとしても盛んになってきたが、分割撮影への需要は、
学術ベースにおいてもまだ多くはない。これには、先
述の通り、現状ある紙媒体では資料そのものや、そこ
19 底面はプラスチックであったが、問題はなかった。
20 一般に、CCD方式のスキャナはCIS方式のと比較して構造
が大きくなるとされている。本機は軽量に作られているこ
とから、構成がつり下げ式に合わない部分があったのかも
しれない。例えば、トルク等が不足していたか、または駆
動部がつり下げ式に対応できない構造になっていたのかも
しれない。
21 撮影面が資料に接触するため、資料自体に変形が生じ、そ
れを合成時に修正することがある。市販のスキャナには、
蓋を収納する空間が撮影面上にあり、これがつり下げ式で
使う場合に、資料に負荷をかけ、撮影時に資料を変形させ
ることになる。
22 先述のように、本稿では作業時間を評価の対象としていな
い。
23 付録に示す。
図6 撮影風景
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に含まれている情報へのアクセスに制約があることが
要因として考えられる。大判資料の電子化は、人文情
報学にとっては実験として、また人文学にとっては研
究対象の拡大に貢献する、有効な活動であると考えて
いる。本稿が、いわゆる電子図書館のコンテンツを豊
かにする助けになることを願いたい。
本稿は、撮影台を作成した報告を目的とした、学術
研究論文というよりは、いわば技術報告書に近いもの
である。その意味では、（技官ではない）自分が用意する
論文としては相応しくないかもしれない。日本では、
資料の電子化そのものに関する学術的な研究は極めて
少なく、また、その発表も高く評価されることはまれ
である。現場に直接還元できる実験報告は、意図的に
学術論文としての性格を放棄しない限り、現状では共
有できる情勢ではない。よって、本稿は、学術論文と
しての立場を放棄する。大矢・土屋 2000［1］でも述べ
た通り、研究者が自らの手で資料を電子化することは、
人文情報学の研究を進める上で極めて重要な仕事であ
ると考えている。その環境を整えるためには、このよ
うな報告書も価値があると考えている。よって、本稿
を上梓した。
参考文献
［1］大矢一志，土屋俊、2000、「システムが決まらなければデー
タベースが出来ないというのは本当か－テキストベースデー
タモデル利用の提案－」『第2回アートドキュメンテーション
フォーラム報告書』、日本図書館協会
付録
A.1 撮影計画のチェックリスト
（1）撮影台
（a）分割数、順番
（b）撮影距離
（c）照明環境
（2）カメラ
（a）ホワイトバランス
（b）ISO感度
（c）撮影モード
（d）露出
（e）シャッタースピード
（f）画質（画素数、データ形式）
（g）測光モード、色空間、フォーカスなど
（3）撮影環境
（a）光量
（b）XY調整法（移動の手順）
（c）試験撮影の回数
（d）作業時間と休憩時間（一定の周期を保つ）
A.2 撮影台Aの構成
�フレーム本体（ニッカル商工株式会社）
�エス・エフ・シー、マルチカメラホルダー（カメ
ラスタンド）
�LPLウェブドットスタジオライト（WL-230）
�Canon EOS 5D, EF50mm F2.5 Compact macro
A.3 撮影台B の構成
�GTEC DV クレーンSK-1000A
�Libec T72（三脚）
�Libec DL-3（ドリー）
�マンフロット486 自由雲台
�エツミ　メスメスネジ大E-6115
�Epson Colorio GT-S620（CCD方式）
�Canon CanoScan LiDE 600F（CIS方式）
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
52
大判資料（古地図等）の分割撮影向け簡易撮影台の作成
A.4 撮影機の特性
デジタルカメラの性能の向上は、目を見張るものが
あり、ここ数年を見ても, 市販価10万円台で撮像素子
の大きさは35mmのものが、解像度は軽く1000万画素
数を超えるものがある。それでも、スキャナの方が解
像度は高い。ここから、デジタルカメラよりもスキャ
ナの方が撮影には適しているという判断が下されるこ
とがある。しかし、大判資料を分割撮影する際には、
必ずしもそう単純には評価できない。それぞれの機器
の特性により、資料の状態に合わせて、使用する機器
を判断する必要がある。
スキャナには、撮像方法の違いから、単眼式のCCD
方式と多眼式のCIS方式の2種類がある。前者は、被写
界深度が深くピントが合いやすいが、一般に構造は大
きくなる。後者は被写界深度が浅くピントが合わせに
くいが、一般に構造は小さくて済む。図7，8，9は、そ
れぞれCIS方式スキャナ、CCD方式スキャナ、デジタ
ルカメラで、同じ資料の同じ位置を撮影した画像であ
る。
ちょうどこの位置は、資料の折り目になり、そこに
文字が書かれている。スキャナが資料に接触する状態
（スキャナが資料に当たる様子）は、CCD方式とCIS方
式とで（撮影機会が別なことから）異なるため、得られ
た画像の様子に違いはあるが、ここからそれぞれの方
式の特徴を見ることができる。CIS方式スキャナは、
被写界深度が浅く、ピントの合う距離範囲が狭いため
に、波打つ資料では、ピントを外す領域が多くなる可
能性があり、図上では上部のピントが合っていない（図
7）。CCD方式では、被写界深度はCIS方式のそれより
は深いため、ピントの合う領域は広くなり、図上では
ほぼ全面でピントが合っている（図8）。しかし、デジタ
ルカメラの方は、絞りの量を多く調整すると被写界深
度はより深くなるため、折り目に沈んでいる文字も浮
かび上がらせて撮影することができる（図9）。「商」「八」
「テ」などの字を比べて頂きたい24。情報が取れていな
い高精細の画像は、人文学の資料としては、意味がな
い。情報が取れている高精細の画像を作ることは、分
割撮影の難しさのひとつである。
図7 CIS方式スキャナ
図8 CCD方式スキャナ
図9 デジタルカメラ
24 この撮影には、無反射ガラスを使った資料の押さえつけを
していない。
